
§1．H29とH30の試行調査から

H30年 11月 10，11日に実施された共通テスト試

行調査を見て感じたことは，やはり問題文が長いと

いうこと。教科書等をしっかり読ませ数学的内容を

すばやく把握，表現する能力が必要であると感じる。

しかし，H29の試行調査では今までに見たこともな

い問題という印象が強かったが，H30では読み解い

ていくと教科書や問題集にもありそうな問題が多か

った。この傾向が続くことを願いたい。既習した内

容をもう一度教科書で振り返り，読んだ上で，定義，

証明等を改めて考えさせる時間をとりたい。

次に，�正弦定理における鈍角での証明��相関係

数��面積の定義��平面の角度�など教員が時間的

に教えにくい (授業で省略してしまう)ような箇所

の出題が目に付く。やはり�教科書をしっかり丁寧

に教え，教科書に立ち返れ�という意味として捉え

たい。蛇足的であるが，なぜかコンピューターソフ

トを無理やり使わなくてはならないという風潮にな

っているようで，生徒にも一度は�GeoGebra�等

の図形描画フリーソフトを扱わせておいた方が良い

ように思う。

さらに，試行問題は (これからの共通テストも？)

生徒に考えさせたい良問が多く，授業をつくるには

最適の題材といえる。AL型授業で数学の意義を考

えさせたい。

§2．試行問題を授業に

従来どおり，基礎的な知識を講義型授業により，

教え込み，テストで確認して，少しずつ応用的な問

題ができるように積み重ねていくことは必要である

と思う。しかし，上記のように試行問題は，�実際の

問題を今までの知識に応用させて考える力�や�対

話的な文章から数学的な事柄を読み取る力�，�それ

を数学に読み替える力�が必要であると感じた。そ

のような文章にできる限り触れさせる機会をつくる

ことが大切であると考える。私はH30年�共通テス

ト初年度�にあたる当時の高校 1年生を担当した。

上記のことから，何か少しでも共通テストに向けて

準備できないかと思い，単純に 2017年 5月 16日に

公表された�大学入学共通テストモデル問題例�を

授業でやってみようと考えた。モデル問題例の中で

も特に，例 4の公園に銅像を建てる問題は�問題文

が長いこと�，�会話形式を読み取ること�，�必要な

い情報も多数入っていること�，�現実に即した問題

になっていること�，そして何より��鋭角であるこ

とを確かめる方法を説明せよ�という記述形式であ

ること�が当時は衝撃的であった (以下参照)。

【参考 モデル問題例 4 一部抜粋】
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しかし，実際に授業で扱おうとしたときに多くの

障害があることに気づいた。

① 三角比を主として用いる問題であるが，図形

の性質 (方べきの定理など)も用いる。しかし，

図形の性質を学んでからでは，三角比の復習に

多くの時間を割かざるを得ない。

② 問題文が長いため，すべてを読ませると時間

がかなりとられる。課題としてもよいが，詰め

が甘くなる。しかし，授業内では時間がない。

③ �モデル問題例 4�は天下り的な箇所もあり，

解説をつけるべきか，それも含めて考えさせる

べきか，判断が難しい。

④ 記述式をイメージし，現象を説明することと

実際の問題を数学的な言葉に置き換えることが

できなければならない。

そこで，上の問題点を解決する方法としてアクテ

ィブラーニング型授業の 1つである知識構成型ジグ

ソー法 (以下，ジグソー法)を用いる授業案を考えた。

ジグソー法では既習事項を含めた 3つか 4つの知識

の部品に分け，同じ部品を考えあうグループを作り，

その部品の内容をグループ内で検討する (エキスパ

ート活動という)。�モデル問題例 4�は多くの知識

が集まっているので，それをエキスパート活動とし

て分配。長い文章を分割した。天下り的な箇所もエ

キスパート活動に加えることにより，より深く考察

することができると考えた。さらに，図形の性質で

の定理を紹介 (相似三角形を考えさせ定理の証明の

骨格を見せた)し，数学的事実だけを与えて，お互

いに教え合うことにより，新しい知識も習得させ，

知識を持ち寄って実際の問題にチャレンジさせると

いう意欲を与えた。生徒どうしが現象を説明する力

を養うことも考えた。

§3．実際の授業の流れ

◎ モデル問題例 4をプリントにして配布。

生徒にこのような問題にチャレンジする

ことを宣言 (目標設定と動機付け)。

◎ 4つのグループに分け，エキスパート活動

を行う (20分間)。

◎ グループを組み直し，自分たちが学んでき

た知識を説明し合わせる (10分間)。

◎ 新たに今回考察する問題を配布。ジグソー

活動を行わせる (20分間)。

◎ グループで出た意見を黒板に書かせ，全体

に説明させる。意見を交換させる。クロス

トーク活動 (10分間)。

◎ 1人でもう一度問題に向き合い，まとめる。

さらに，実際に写真に撮らせてみる。

(静岡東高校は 65分授業)

§4．エキスパート活動と考察する問題

エキスパート活動では 4つの課題に取り組ませた。

【エキスパート課題①】

見込み角を最大にするのは 3点が同一円周上にあ

り，かつ，直線ABに垂直な直線が接線となり，そ

の接点がCとなるときであることを実験的考察から

考えさせる (証明は省略)。

【エキスパート課題②】

同一円周上にある 3点について相似三角形を元に

考えさせる (方べきの定理について)。

【エキスパート課題③】

平方数でない数のルートの近似値を考えさせる。

【エキスパート課題④】

三角比の表を用いて，α+θの tanと θの tanか

ら見込み角の角度を求めさせる。

その後，考察する課題を以下のように与えた。

【研究課題】

仏像ABを台 BQの上に建てる。カメラCから

写真を撮るとき (カメラ台 CP)，見込み角が最大に

なる距離 PQ (cm)とそのときの見込み角 θを求め

よ。ただし，AB=40 cm，BQ=260 cm，

CP=54 cm とする。
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【参考 エキスパート課題①】

【参考 エキスパート課題②】

【参考 エキスパート課題③】

【参考 エキスパート課題④】(三角比の表もつけた)
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【参考 研究課題】

§5．生徒の反応と得られた結果

【エキスパート課題①】は�実験的で証明になっ

ていない�と生徒たちは不安そうであったが，接点

になるという結果は予測できた様子。

【エキスパート課題②】は円と接線の性質が中学

での既習事項であると私が勘違いしていたため，簡

単であろうというこちらの予想を大きく外れ，若干

の混乱があった。値を求めるという点では問題なか

った。

【エキスパート課題③】【エキスパート課題④】に

関しては大きな問題はなかった。

【研究課題】についてはなかなか答えが出ず，生徒

たちの様子を窺っていると，対話的になっていない

グループはうまく計算に持ち込めていない様子であ

った。つまり，この課題は 4つすべてが理解できて

いないと解決しにくく，生徒たちに対話をさせる問

題として適切であったといえる。その後，進んでい

ないグループに全員で話し合うことを強く勧めたと

ころ，少し時間がかかったところも出たがすべての

グループが解答を導き出した。

生徒たちの得た結果は， 2グループは大きくずれ

ていたものの，そのほとんどが事前に正答として用

意していた値と同じ値(223∼225 cm)であった。ク

ロストークをさせて，生徒に考え方を解説させたが，

生徒たちから� 3 点ABPが同一円周上の点のと

き�という言葉が出ず，なんとなく数字の当てはめ

で計算して得た感じが残った。答えが大きくずれた

グループはまさに�同一円周上の点になる�という

所が分からなかった様子であった。

最後に，実際に求まった地点からカメラで写真を

撮らせたところ，生徒から�これでは仏像が写りま

せん。�と言う言葉が出た。写真に収めるときは，距

離だけでなくカメラを傾ける角度 (上の場合の θの

下の角)を考えなくてはならない。これも計算で求

めてはいるが，生徒たちは計算に夢中になり，実際

とはつながっていなかったようだ (ただし，ヒント

を与えればこれに気づく生徒は出てきた)。

§6．改めてモデル問題例 4について

この授業においてかなりのヒントを与え， 1時間

分の時間を割いても理解度は不十分であった。さら

に，この問題の記述式の部分である�余弦定理から

鈍角であることを説明する�部分や�正弦は鋭角で

は増加関数である�という性質などの部分を省略し

てこれである。この問題の奥深さを改めて痛感した。

そして，他のモデル問題やH29，H30年度の試行問

題でも同様に探求的・対話的な授業ができるのでは

ないかという思いに駆られた。また，研究し実践し

てみたい。

§7．最後に

私は，数学という教科は知識構成型ジグソー法を

用いるのが難しい教科であると感じている。 1つの

正解があり，できる生徒はこちらが用意するエキス

パート活動をすべて知っている可能性があり，対話

も探求もなく， 1人で解く事ができてしまう可能性

がある。では，エキスパート活動を難しくすれば良

いかというと，それでは，できない生徒はまったく

理解できずその授業に入れない。さらに，分割した

エキスパート活動は同レベルにしておかないと時間

を持て余してしまう生徒が出てしまう。今回，紹介

したものはエキスパート課題①∼④のすべてが既

習事項でなく証明などを省略してわかりやすい (答

えやすい)形にしたので，うまくエキスパート活動，

対話的なグループ活動，クロストーク活動ができた

ように感じる。
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